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はじめに

平安時代の絵画史の主流をなすのは、洗練された美麗な仏画ジャンルであろう。その主流の輝き

に沿うかのように、草々とした表現の小画面絵画ジャンルの流れがみいだせる。紺紙金字経典の見

返絵（経絵）である。本稿では、経典に付属するという特殊な形態をそなえたこの経絵の表現にみ

られるささやかな変化をとらえ、その変化を生み出した背景について考えてみたい。

１ 経絵の表現の変化

平安時代に数多くつくられた紺紙金字経典見返絵（経絵）に描かれているのは、基本的にはその

経典に説かれている内容である。本稿で対象とする、当時最も広く信仰されていた『法華経』の経

絵は、内容に関していえば『法華経』の説話画である。『法華経』の経絵のうち、唐本にもとづく

平安時代前期の作品では、一画面に描かれる画題の数が比較的多くその選択は一定していない。時

代がくだり表現形式の類型化が進むにともない、描かれる画題も、法華経のそれぞれの巻から、少

数に限定されたほぼ決まったものを選択するようになる。表現形式の類型化と画題選択の一律化が

並行して進み、１２世紀半ばに経絵の定型が確立したとされる（注１）。

しかし同じ画題が描かれる場合でも、モティーフにわずかな変化が加えられていることが多い。

このようなモティーフ変化は、経絵の中心的モティーフにも及ぶ場合があり、釈迦説法図を省略す
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る作品さえみられる。ほぼ同時代の作

とみなせる定型の百済寺本（注２）（図版

１）と定型を逸脱する大山祇神社本（注３）

（図版２）の『無量義経』の経絵を比

較すると、一般的に変化に乏しいとみ

なされている経絵に、実際は表現の豊

かな広がりがあることが明らかとな

る。ここで、定型成立後の経絵にみら

れる変化の具体例をひろくあつめて内

容を分析し、その特徴を抽出してみる。

� 画題とモティーフの変化

現存する平安時代の法華経の経絵（注４）のなかで、定型的な画題とモティーフからの変化がみとめ

られる作品群を８件見出した。それらをまず作品を画題選択の方法から、新出、定着、その他に分

類し、ついでそれぞれの画題をどのようなモティーフにより描いているかを確認した。作品群に付

した�から�の番号順に変化の内容をみていこう。

・新出画題

�百済寺本巻第１には、ほかの作品には見いだせない水辺で足踏み洗濯する女のモティーフ（図

版３）が描かれるが、これは『無量義経』説法品第２の「法水浄垢」の絵画化であろう。

法は、譬へば水の能く垢穢を洗ふに、（中略）其の法水も亦復是の如し、能く衆生の諸の煩悩の垢を

図版１ 百済寺本無量義経 図版２ 大山祇神社本無量義経

図版３ 百済寺本無量義
経 法水浄垢

図版４ 扇面法華経 洗濯
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洗ふ〔『無量義経』説法品第２〕（『国訳一切経』２８
法華部、２４１頁）

洗濯する女性のモティーフは、扇面法華経にみえ

る、小袖の裾を掻き揚げながら木鉢にいれた布を足

踏み洗濯する市井の女の姿（注５）（図版４）と共通し、

当時の風俗を写しているとみられる。百済寺本は平

安時代の経絵の典型作と位置づけられており、当時

の中核的経画師の手になると考えられる。経画師が

定型表現にとどまることなく新たな画題に取り組

み、しかも現実の世俗モティーフを選択している点

が着目される。このモティーフは、同一工房作と推

定される浄光寺本において継承されている（注６）。

�高伝寺本に見出せる新出画題についてはすでに

指摘しているが（注７）、新たに巻第６の法師功徳品第

１９の「五種法師」が描かれていることを見出した。

「五種法師」の内容は、経典を受持、読、誦、書写、

解説する修行者・法師の功徳を述べ、そのような法

師を供養することを勧めるというものである（注８）。

巻第６の定型図様では、「法会」の画題を、高座で

披巻する僧侶モティーフで表わすことがしばしばあ

るが、高伝寺本では写経者と読経者を俗人の男女の

姿で描いており（図版５）、八巻本法華経の経絵で

は唯一の「五種法師」の画題であることが知られる。

高伝寺本の新たな４画題は、基本的には唐風俗モ

ティーフで表わされるが、そのなかで「怖畏退散」

のみは、平安時代の大鎧をつけた武士の姿で表わさ

れる（図版６）。

�別雷神社本（注９）・善通寺本（注１０）・厳島神社壬本（注１１）（図版７）の３作品に見出せる巻第１方便品

第２の「造塔」の画題は、１３世紀中葉の作とされる立本寺本宝塔曼陀羅（注１２）にみられる。平安時代

の経絵では同じ方便品に説かれる著名な画題「童子造塔」が定着していたため、類似した「造塔」

画題は継承されなかったと推定される。

・定着画題

経絵の定着画題を描く際に、モティーフの描写や配置に差異をつけて、その説話表現に変化をつ

くりだしている例として、前稿では百済寺本と妙蓮寺本の巻第５の「龍女成仏」を挙げたが（注１３）、

同様の例は枚挙にいとまがない。

�諸本巻第７に描かれる「常不軽菩薩」の画題では、杖木瓦石をもって打摘する衆人に対して礼

図版５ 高伝寺本巻第６ 五種法師

図版６ 高伝寺本巻第８ 怖畏退散

図版７ 厳島神社壬本巻第１ 造塔
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拝をやめなかった常不軽菩薩（注１４）を、追手から逃げ

出す僧侶の姿で描写する。百済寺本（図版８）・松

山寺本（注１５）（図版９）・大山祇神社本（図版１０）を比

較すると、僧侶の装束（杖・脚絆・荷・笠など）、

人物の所作（持経・振り返る・飛び上がるなど）、

建物や垣の有無や形式（堂宇・柴垣・網代垣など）

といった経文には全く説かれていない情景描写に意

を注いでいることがわかる。

�諸本『無量義経』「船行」の画題（図版１・２）

は、「是の諸菩薩は皆是れ（中略）船師・大船師な

り、群生を運載し、生死の河を度して涅槃岸に置く」

〔『無量義経』徳行品第１〕（注１６）という条を表すため

に、荷や人を載せた船を操る船師と岸辺の人物を

様々に描き分ける。一般的には唐風俗で描かれる

が、大山祇神社本（図版１１）では、一遍聖絵（注１７）（図

版１２）にも登場する、下げ髪の女性が犬を従え頭に

荷をのせて歩く当時の風俗で表わしている。

�大山祇神社本（図版２）・常徳寺本・興聖寺本

は、百済寺本のような定型作品（図版１）では全巻

の画面中心に描かれる、最も重要な画題であるはず

の「釈迦説法図」を縮小あるいは省略している。

・その他

�興聖寺本無量義経（注１８）に描かれる、岸辺に砂を集めて塔をつくる角髪の童子とそれを供養する

俗形（図版１３）は、本来は『法華経』巻第１に描かれる定着画題の「童子造塔」を表すモティーフ

である。『法華経』巻第１の経絵に共通する水辺の洲浜という場面設定が、『無量義経』に「童子造

塔」を呼び込んだのであろうか。

�普門寺本巻第４（注１９）の子を負う僧侶の姿（図版１４）は、『法華経』には典拠が見いだせない。こ

の僧は頭光をつけ蓮華を踏むため、特別な力を備えた化僧を示していると推測される。

上にみた別巻で定着していたモティーフがほかの巻に描かれた作品（�）と、典拠不明のモティー

フが描かれた作品（�）の存在は、経典内容の絵画化を本旨とする説話画と考えられている経絵の

性格についての再考を促す。後者については、経画師が無意味なモティーフを選択するとは思われ

ないため、法華経ではない別の典拠からの仏教説話主題が混入したと推測される。このような融通

的主題選択には、法華経に限定されない総合的な仏教理解の仕方が表れているように思われる。

� 経絵の変化の特徴

経絵の変化をまとめると、下記のようにＡからＣの３点に要約できるだろう。

図版８ 百済寺本巻第７ 常不軽菩薩

図版９ 松山寺本巻第７ 常不軽菩薩

図版１０ 大山祇神社本巻第７ 常不軽菩薩
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Ａ．経絵の作者は、画題定着の傾向にあった時代においても、新たな画題を選択することがしば

しばあった。その選択が工房の環境によるものか、画師の自発的なものか、発願者からの需要に応

じたものであったかは不明である。�の例は宋の影響と考えられるが、�のような唐風俗のもの、

�のような日本風俗のものなど、モティーフ選択には柔軟性が認められる。

Ｂ．作者は、定着画題を描く際にも細かな変化を加えている。その際、当時の日本の世俗モティー

フを具体的・詳細に描いたり、逆にモティーフを省略して余白を多くとったりしている（④）。そ

の結果、躍動感に富んだ説話的な画面がつくられる場合（図版９）、風景画に近い静謐な性格をも

つようになる場合（図版１０）など、多様な絵画表現が達成されている。また、一画面に経絵に伝統

的な唐モティーフと新たな日本の世俗モティーフが共存する場合がある（⑤）。

Ｃ．『法華経』の巻立やさらには『法華経』という経典そのものにさえ限定されない、広範な仏

教説話からの融通的主題選択が認められる（⑦⑧）。

これまでみてきたように、１２世紀後半に集中する画

題やモティーフに変化のみとめられる作品には、些細

ながらも絵画としての自律的展開が確認される。平安

時代前半の作とされる延暦寺銀字本（９世紀）につら

なる系譜の作品が、経典内容の忠実な絵画化に重きを

おき、その図様を厳密に踏襲することを志向していた

ことを踏まえるならば（注２０）、平安時代の９世紀から１２

世紀の間に経絵の性格は大きな変化をとげたといえよ

う。

ここで確認した８件の例は、現存が確認される４０余

部のうちの一部である。しかし�のような例は多い。

平安時代の経絵の作者は、需要者からの評価語が「例

の如し」に尽きるような外部からの変化の要請のない

環境にありながらも（注２１）、細かなモティーフ変化を重

ね、経絵から説法図を省略するという決定的選択にま

図版１１ 大山祇神社本無量義経 船行 図版１２ 一遍聖絵 頭上運搬する女性

図版１３ 興聖寺本無量義経 童子造塔

図版１４ 普門寺本巻第４ 子を負う僧侶
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で到達しえたのである（⑥）。

２ 経絵の心性

これまでみてきたような経絵の変化をうみだした背景はいかなるものであったのだろうか。次に

平安時代の『法華経』信仰にかかわる重要な活動であった『法華経』の講会について考えてみたい。

� 法華講会

・法華八講

法華講会として代表的な法華八講は、平安時代に盛行した法会である。山本信吉氏は、この法華

八講を「生きた法会」であったとされる（注２２）。ここでは、法華八講が人々にどのように受け入れら

れ、その八講の内容がいかなるものであったかを検討する。そして、当時の法華経信仰者の心性が、

経典見返絵にどのようなかたちで反映されているかを考察する。

法華八講に関しては、これまでに、仏教史や政治史や文芸史などの諸側面から研究が進められて

いるため、まずそれらの先行研究によって法華八講の歴史的展開を概観しておく（注２３）。

法華八講とは、『法華経』１部８巻の一巻を一座にあて、八座に分けて講説する法会であり、多

くの場合、朝座・夕座に分けて４日、開結二経を加えた場合は５日にわたって行われた長日講経で

ある。中国における初見は、唐時代の僧慧明が天人の請に応じて行ったという記録である（注２４）。日

本では、奈良時代に僧侶が寺院においておこなった法華経の講説にその源をもつとされ、天平１８年

（７４６）に良弁の創始した東大寺法華会が、寺院における法華経講説の早い例である（注２５）。八座とい

う数の定まった形でおこなわれた法華八講の濫觴は、延喜１５年（７９６）に石淵寺の勤操の創始した

同法の母の追善法会であり（注２６）、平安時代になると、主に南都や天台の寺院を中心として周忌法会

として定着し、次第に貴族社会にひろまった。宮中における八講の初見は、天暦９年（９４６）の村

上天皇宸筆経八講であり（注２７）、後に述べるように、この天暦八講が以後の宸筆経八講の規範として

平安時代をとおして重視された。

貴族社会において八講は、追善のみならず、逆修、算賀、結縁など、様々な目的で行われるよう

になり、とくに、発願者となる摂関貴族の権力の増大とともに法会が大規模になり、恒例化する。

山本氏は、そのような貴族による八講の頂点に、長保４年（１００２）に藤原道長によって始められ、

道長の生前はほぼ例年開催された法華三十講を位置付けられている（注２８）。また、僧俗、貴賎、男女

を問わず法華経の功徳を求める者が自身の修善のために結縁する結縁八講は、仏教が幅広い受容層

へ浸透するのをうながし、さらに法会に際して詩歌の会が伴われため当時の文芸にも影響を与えた

と推察されている。

八講が生きた法会であったとされる所以はこのように、常に時代の状況を反映して形式と内容を

変化させた点にある。とくに、仏教史の上からは、貴族仏教の門戸を一般民衆に開放した点に重要

性を認められており（注２９）、国文学研究の上からは、八講の具体的内容の解明と共に、講会で行われ

た表白や説教が文芸に及ぼした影響が明らかにされてきている（注３０）。
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法華八講と造形芸術の関係については、『法華経』に繰り返し説かれている写経を作善とする考

えが（注３１）、当時の貴族達の美的志向と結びつき、法会における工芸美術を極限的な域にまでいたら

せたとされ、法華八講の中心となる装飾経は、その美的志向を象徴するものとしてとらえられてい

る（注３２）。紺紙金字経典に限定して考えると、法華八講の参会者であるところの天皇や貴族達が、八

講で用いられる経典の制作を発願し、自ら経文を書写する場合も多かったのであり、経典制作には

需要者である彼らの意向が何らかの形で反映されていたであろうし、一方で制作者自身の心性も経

絵の表現に影響を及ぼしていたと考えられよう。

・『玉葉』にみる院政期貴族の八講意識

平安時代後期にあたる院政期から鎌倉時代にかけては法華八講の性格の転換期であったとさ

れ（注３３）、一方さきに明らかにしたように、現存する経絵の表現においても１２世紀中期以降に変化が

認められた。この転換期の八講の様相を一人の公家・九条兼実（１１４９～１２０７）の日記『玉葉』によっ

てみてみる（注３４）。

院政期を代表する公家日記『玉葉』には、法華八講の記事が、仁安２年（１１６７）から建久７年（１１９６）

までの約３０年間に５３件が見いだせるが（注３５）、そのほとんどが恒例化した諸大寺における天皇や院な

どの追善八講である。年中行事化した法華八講の中で２例のみ、すなわち承安４年（１１７４）３月４

日を初日として藤原基房邸においておこなわれた兼実の父・藤原忠通追善八講と、安元３年（１１７７）

７月５日を初日とし兼実が奉行として関わった高倉天皇宸筆八講については、八講の計画や準備の

段階から、当日の状況まで詳細に記している。以下にこの２例の八講に関わる『玉葉』の記事のな

かから、経典や当日の様子に関する部分を抄出する（注３６）。

【藤原忠道追善八講】（承安４年〈１１７４〉３月） ※下線と記号は執筆者による

三日、（中略）午時着束帯、詣関白（基房）第、依奉為先公太閤（藤原忠通）被供養経也、〈女御自去
夜御座者、〉依長元・元永等例（イ）所被行也、（中略）
経、〈自筆金泥法華経一部（ロ）、納筥置机、在覆地鋪等、安置正面西間、此外金泥経一部、本自置

読師前机、〉（中略）
六日、〈癸巳〉早旦以民部卿大輔宗雅〈殿上人、〉献捧物於関白、〈銀香炉付樒枝、是定風流也、強不可
尽美事也、〉（ハ）今日有舞楽云々、（中略）
八日、（中略）此日、八講結願也、（中略）次説法、神也妙也、誠是富瑠之再誕歟、抑又当世之一物也、
満座動心情、衆人驚耳目（ニ）、次論義、〈問者覚長僧都、問答共優美、又足催感興、〉（後略）

【高倉天皇宸筆八講】（安元３年〈１１７７〉１月）

十六日、（中略）申出主上所令書給之金泥御経（ホ）拝見之、尤神妙、見御筆勢、可謂得天骨、是来八
月之比、奉為前建春門院、可被行御八講之料云々、天暦・長保例（へ）也、（中略）
（同年六月）五日、（中略）兼光以光経朝臣令申条々事等、（中略）
一、天暦御経事（ト）、
今日依院宣参法性寺、検知御筆御経（チ）、其間子細、追可注進之、時移風変、有不可叶時議之事等、
然而大都以件御経及箱等為本様（リ）、可有其沙汰云々、（中略）
廿一日、（中略）申刻、蔵人左小弁兼光来、御八講之間条々事、且仰下、且申上、（中略）
一、御経調巻之時、禄有無事、
延長・天暦、〈延長雖非御八講、有宸筆御経、〉共賜行事蔵人・装 及絵師等禄、長保以下無所見、
今度如何云々（ヌ）、（中略）

廿七日、（中略）入夜兼光来、雖為物忌、依御八講之間事不審、謁令申事等、（中略）
一、御経調巻之時、蔵人以下禄事、
令習御経給事、已延喜・天暦例也、今御書写已同事也、可依天暦例之由、有関白仰（ル）、
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以此旨申内、又有勅許云々、
余云、是又尤可然事歟、

（同年七月）五日、（中略）此日公家供養白檀釈迦三尊、〈一 手半、仏師法眼院慶造之、〉金字妙経一
部、〈自去年秋、染宸筆書写之、心経・阿弥陀経、令於開結二経者、令博陸閤下書之、抑件御経等料紙、
天暦例紺綾書之、以同色紙配其裏、長保以後皆以紺紙為料紙、今又同之、以金銀泥堺上下尽蓮華、是
又長保例也（ヲ）、〉即自今日四ヶ間、朝夕両座開講演説、蓋奉為前院聖霊頓証菩提也、倩検我朝之旧
貫、被行宸筆法華八講之例四ヶ度、所謂天暦・長保〈已上奉為母后（藤原胤子、藤原穏子）〉・治暦〈奉
為先帝（後朱雀天皇）〉・長治〈奉為母后（藤原賢子）〉是也、此外、醍醐聖主、延長三年奉為母后（藤
原詮子）、雖書写一乗、不勤修八講矣、今度一向可遵行長保之嘉例之由、所被仰下也（ワ）、（中略）
八日、（中略）此御八講結願也、（中略）次説法（夕座・講師権大僧都隆憲）、其詞絶妙、聞者莫不感歎、
此中頗有驚耳之詞（カ）、（中略）次論議（問者隆英）・問答共優美、証誠等不堪感歎、（後略）

２例の八講のいずれにおいても、法会の中心となる経典に関しては、忠通、高倉天皇の自筆によ

る紺紙金字法華経が用いられており（傍線部ロ、ホ〈以下同〉）、装丁方法（ヲ）のみならず装丁の

奉仕者への禄に関してまで（ヌ、ル）先例墨守の姿勢が明らかである。忠通追善八講では自筆法華

経一部を等身釈迦如来像とともに「長元天永等例」（イ）によって供養し、高倉天皇宸筆経八講で

は、法会の開催に先立つこと１ヶ月の６月５日に兼実は法性寺に行き、当寺に伝えられていた天暦

経を検知し（ト、チ）、これを「本様」として用いるよう（リ）述べている。天暦経とは、天暦９

年（９５５）供養の村上天皇宸筆経のことで、表紙絵を宮廷絵師の飛鳥部常則が奉仕したものであ

る（注３７）。その１６０年ほどさかのぼる例を天皇宸筆経の規範としてあおぐというのである。さらにその

延暦経供養の際にも、仁教法師が勘申した延長３年（９２５）の例を踏襲している（注３８）。すなわち宸筆

経の初例である醍醐天皇の例にまで遡るのである。この時新たに書写した心経と阿弥陀経は、長保

例により紺紙を料紙とし、堺上下に蓮華を描いたという（ヲ）。八講行事全体を先例にもとづいて

行うという基本姿勢により、経典見返絵に関しても平安時代中期以来の「本様」を踏襲しようとす

る守旧的傾向が顕著であり、経絵の新たな表現の展開に結びつきそうな要素はうかがわれない。

他に造形芸術の側面で兼実の記録から知られるのは、忠通追善八講での捧物の風流についての「尽

美」という華美を追求する造形的傾向である（ハ）。先の紺紙金字経の守旧性と、この捧物や装飾

一品経の尽善尽美の性格についての記述は、平安時代の日記類に頻出し、当時一般化した傾向であっ

たことは、現存作例によっても証明される。実際に、捧物と並ぶ八講における風流の主要な対象で

あった装飾一品経についてみると、永治元年（１１４１）の久能寺経（注３９）から長寛２年（１１６４）の平家

納経（注４０）で料紙装飾の極限に達した後、１３世紀前期の兼実女で後鳥羽天皇中宮任子発願の慈光寺

経（注４１）ではすでに形式化の傾向が認められる。八講をめぐる造形芸術術の風流は院政期に頂点に達

していたといってよい（注４２）。

経典や捧物などの造形芸術のほかに、一連の八講の記録の中で兼実が特記している事項のうち着

目されるのは、耳目を驚かすという説法の神妙さである。八講での説法に感嘆した兼実が用いてい

る「神妙」「満座心情を動かし、衆人耳目を驚かす」（ニ）や「絶妙」「感嘆せざる無し」「驚耳」（カ）

といった形容は、道長以来の貴族の日記や物語や随筆などにも散見する。法華八講の参会者が説法

に感動し、その内容に強い関心を示していたことが知られる。

以上、『玉葉』にみる院政期貴族の八講意識をふりかえるならば、当時法華八講は年中行事化し

て貴族の生活に組み込まれ、参会者はその説法内容や風流に強い関心をもっていたこと、そこで用
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いられるのは八講の発願者やゆかりの人物の自筆経であることが多かったが、紺紙金字経をもちい

る場合は、経典装飾に関して先例の踏襲が基本姿勢であったことが知られる。経絵の変化を導いた

のは、発願者側の意図ではなかったようである。

� 平安時代の釈経

・『花文集』にみる釈経の特徴

では、法華八講での説経の内容はいかなるものであったのだろう。先学の研究によりながら講会

の形式と内容をみてみよう（注４３）。

法華八講をはじめとするさまざまな講会における講論は、大きく講経と論義とからなる。講経は、

経典を講ずることでその内容を平易に示そうとしたものであり、論義は経典内容について講論談義

するものであるという（注４４）。村上美登志氏によれば、安居院の臨んだ法会の次第を復元すると、（�）

集会場、（�）道場荘厳、（�）本体、（�）廻向、（�）退出となり、講経儀式（法会）の本体部分

には、表白、経釈、論義が含まれるという（注４５）。この本体部分で使用されたテキストである釈経は、

講経の内容を具体的に知ることができる素材といえる。

本稿で取り上げるのは、説法に巧みであった安居院澄賢（１１２６～１２０３）が草した「法華経品釈（品

ごとの経釈）」の『花文集』である（注４６）。

経釈の基本構造は、来意（あるいは大意）、釈名、入文判釈の三門からなる。入文判釈では経文

の解釈を述べるが、まず経文を分段・要約し、以下その科文にしたがって釈す形式をとる。具体的

に『花文集』では、経文や天台三大部などの文句を鏤めて説明を加え、「所以」と事挙げて、経証

や譬喩因縁を対句的修辞を用いた美文調の言辞をもちいて示し、「其取」以下に講説の場や聴衆を

配慮した説明を加え、聴衆に呼びかけた詞で終わる。大島氏は澄賢の「提婆品釈」ついて、解釈に

関していえば「（当時の）法華経講釈における伝統的理解が提示される」ことを指摘し、「その巧み

なことで知られた弁舌とは、趣向を凝らして作文された、こういった文言にこそ伝えられている」

と述べられている（注４７）。

以上のことをふまえ、『花文集』を概観し、そのなかから内容と表現について特徴的な点をＤか

らＧにまとめ、内容に�から�の番号を付した。下線は筆者による。

Ｄ．天竺から本朝にわたる例（注４８）を列挙する。

�陀羅尼品第２６において、「呪功力」について、天竺から日本にわたる例を連ねる。

又、有云、天竺有一小国。其国人意、甚清浄也。無全狂心。故所出言語、皆悉真言也。（中略）
天竺僧、為龍王、所奪仏牙（中略）唐土不空三蔵、行請雨経法、（中略）本朝弘法、於神泉池（園）、
行請雨経法（中略）呪功力、粗如此〔『花文集』第４陀羅尼品〕（『真福寺善本叢刊』第２巻、以下
同）

Ｅ．詳細な描写（文学的典拠を持つ表現、卑近な感情描写、具体的なモティーフ描写）を対句的

に表現する。

�提婆品第１２「文殊通経」の説話舞台の海について中・日の文学的典拠をもつ情景描写を対句

的に用いる（注４９）。

次、文殊通経龍女成仏者、（中略）大聖文殊趣海中、流通妙経、」「凡、内海尽無非済度砌。所以、
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蓬莱方丈外仙棲（中略）乃至、我朝有（補）陀落和歌浦云処、天下無双地、日域奇異処也。（中略）
此等海際皆如来在世往、一乗流通当初、大聖文殊于填大王一善功方便心、同済度有情恩、（後略）〔『花
文集』第３提婆品〕（同上、４２２‐４２４頁）

�勧持品第１３「尼衆請記」で、経文中の人物（釈迦の叔母と妻）の感情を卑近に描写する。

次、尼衆請記者（中略）其中�曇弥、殊奉恨世尊思様、（中略）世尊孤子御座、年来間、我タキ
サケヲヒカシツイテ非奉養立乎。所以、見上烏瑟紺青髻、夜朝手櫛入摩生奉髪筋也。足下魚形千輪
趺、朝暮垢磨湯浴奉膚也（中略）尓時、耶輸陀羅又念。（中略）我身世尊太子御座時夫人。当初、
偕老（語）頼、芳蘭詞ナツカシウコソハ御座、羅 羅ナムトカ事思食、ナトカ少情不御座哉。〔『花
文集』第３勧持品〕（同上、４２９‐４３１頁）

�勧持品第１３の「当着忍辱鎧」の経文を敷衍し、現実の甲冑モティーフを描写する。

当着忍辱鎧、為説是経故、（中略）〈文〉（中略）然、付甲冑有二種。一世間甲冑。二出世間甲冑
也。世間甲冑者、申可然、源氏平氏ナムトノ以弓箭仕仁、帯兵杖持国時、為防東夷南畔（ママ）、
怖西戎北的所用甲冑也、（中略）畳ヒン鉄（鉢）打、瑩白銀鏤星（後略）〔『花文集』第３勧持品〕（同
上、４３２‐４３４頁）

Ｆ．別品や他経典類からの融通的内容選択

�不軽品第２０「因縁仏性」の例として、方便品の主題「童子造塔」を用いる。

次、縁因仏性者、造堂舎、建立塔廟、顕仏像、写経巻、焼香、散花、抵頭、合掌。皆是、因縁仏
性也。（中略）（故）方便品中、或云、乃至童子戯、聚砂為仏〔塔或明〕若人散乱心、乃至以一花〈文〉
〔『花文集』第４不軽品〕（同上、４７３頁）

�寿量品第１６「如来が娑婆世界の衆生のために様々の色身を示しめす」の例証として法華経以

外の経典を典拠とするジャータカを用いる。

汝等皆不知秘密神通力。（中略）為利益衆生、常在此娑婆世界、示様々色身（中略）所以、摩納
仙人（中略）宝海梵士（中略）雪山童子（中略）薩タ王子（中略）仙聖山堅誓獅子（中略）青蓮花
大白象王（後略）〔『花文集』第３寿量品〕（同上、４４６頁）

Ｇ．主題説明のための環境描写

�不軽品第２０の「常不敬菩薩」において、説話の環境を描写する。

名曰常不軽、（中略）行門々戸々〔『花文集』第４不軽品〕（同上、４７３頁）

・経絵と釈経

経絵と釈経に共通する内容と表現の特徴をまとめてみよう。

経絵Ｂにあげたモティーフを具体的・詳細に描く特徴は釈経 Eと共通する。釈経�の経文中の

人物の感情の卑近な描写や�のモティーフの具体的描写は説話に臨場感を持たせる効果を持ち、経

絵においても同様の効果が表れているといえよう。とくに釈経�の「忍辱鎧」についての甲冑モ

ティーフの詳細な描写は、経絵�の高伝寺本巻第８に描かれた武士の姿（図版６）を彷彿とさせる。

また、経絵Ｂの一画面に唐と日本のモティーフが併存する特徴は、釈経Ｅの�の唐と日本の対句

表現や、Ｄの天竺から日本にわたる例を列挙する特徴と共通する。このような構成によって、仏教

が我が国へいたる歴史的地理的系譜が示されている。

経絵Ｃの『法華経』別品や他経典類からの融通的主題選択は、釈経Ｆと共通する特徴である。

経絵Ａの新出画題については、経文全体を網羅する釈経からの影響が考えられるだろう。
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このように、経絵と釈経との間に主題選択やモティーフ描写における共通した特徴が指摘でき

る。

経絵の巻第６の定着画題である「常不敬菩薩」は、�でみたように塀に囲まれた邸宅から逃げ出

すように描かれることが多いが、経文にみられないこの環境設定が、�のように釈経の「門々戸々」

と共通することはきわめて示唆深い。もちろん、釈経と経絵の直接的関係ではなく、その背景に中

国のテキストや図像が存在する可能性もある。しかしその源が奈辺にあるかはおくとしても、経絵

と釈経において、経文にない環境設定のための具体的モティーフを取り入れることで、説話内容を

抽象的な世界ではない現実世界の舞台に定着させることに同じく成功している点はみのがせない。

経絵の変化がうみだされた背景として、『法華経』の敷衍的講経である釈経の影響が推定できる

のではないか。

むすび

法華講会は１０世紀以降、僧侶間での教学の研究をはなれ、在家への平易な経説に性格をかえてい

くとされる（注５０）。『花文集』では、平易な表現法をとりながらも、深い教学研究にもとづいた釈経の

内容をうかがうことができた。さまざまな典拠から引いた天竺・唐・我朝の例を連ね、対句表現や

具体的・卑近なモティーフ描写を織り込んだ流麗な文章は、聴講者の信仰心を讃嘆し勧発するのに

効果を発揮したであろう。

宮次男氏は、経絵の主題選択が、院政期の今様のそれと共通し、叙事的具体的な表現も両者につ

うじることを指摘しているが（注５１）、本稿での検討の結果明らかになった、経絵と釈経の共通性から

は、今様と経絵の共通の背景として釈経テキストのとかれた講経を位置づけることが可能になると

思われる。つまり、法華経信仰の心性は、天皇や院を中心とする貴族社会のみならず庶民にまで広

がっていた講経のなかではぐくまれ、その共通の心性を母胎として、法華経和歌や今様といった文

芸活動、経典制作といった造形活動が行われ、それぞれの表現形式によった作品が生み出されたと

考えられよう。

『梁塵秘抄』にあるように、当時の人々は「論義」を天台宗の枢要として尊び、「講座聴講」の功

徳を信じて講経に参加したのである（注５２）。そのような実践の中で深められた『法華経』理解をもと

に、彼らは今様や和歌にその真実を詠いこんでいった（注５３）。経絵の場合、この真実を反映させた主

体は、経絵の受容者ではなくその作者たちであったと考えられる。

最澄撰と伝えられている『経師観経』に端的に説かれているように（注５４）、写経はすなわち修行で

あった。『法華経』法師功徳品をはじめとして各所に説かれる五種法師のうちの書写功徳について

は法華経信者ならば理解しているべき内容であり、経絵作者である僧侶はもちろんこの心性をもっ

て経典制作に携わっていたと考えられよう。経絵にみとめられる表現の変化は、当時さかんにおこ

なわれた講経における語りによってはぐくまれた『法華経』信仰者の心性を反映している。
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注

� 須藤弘敏「平安時代の定型見返絵について」『仏教芸術』１３６号、１９８１年５月。
梶谷亮治「法華経見返絵の展開」『法華経―写経と荘厳―』奈良国立博物館、１９８７年。以下作品デー
タは本書によった。
� 紺紙金字法華経並開結、１０巻、平安時代１２世紀、滋賀百済寺所蔵。
� 紺紙金字法華経並開結、８巻（巻第１・６欠）、平安時代１２世紀、愛媛大山祇神社所蔵。
� 現存する経絵をそなえた紺紙金字法華経は、管見の限りでは４０部余（零巻も含む）である。
� 扇面法華経冊子、６帖５扇（現状）、平安時代１２世紀、大阪四天王寺、東京国立博物館、滋賀西教寺、
大阪藤田美術館、奈良法隆寺分蔵。
� 「浄光寺本紺紙金字法華経１０巻（開結共）」については、『天台の秘宝・延暦寺』（昭和４６年、講談社）
参照。
� 高伝寺本の新出画題は、巻第６随喜功徳品第１８「乗天宮殿」、同巻法師功徳品第１９「五種法師」（今回
新たに見出した）、巻第８普門品第２５「羅刹難」「怖畏退散」。拙稿「佐賀高伝寺の紺紙金字法華経見返
絵」『仏教芸術』２２４号、１９９６年１月。
� 「爾の時に仏、常精進菩薩摩か薩に告げたまはく、『若し善男子・善女人、是の法華経を誦持し、若し
は読み、若しは誦し、若しは解説し、若しは書写せば、是の人は当に八百の眼の功徳、千二百の耳の功
徳、八百の鼻の功徳、千二百の舌の功徳、八百の身の功徳、千二百の意の功徳を得べし。是の功徳を以
て六根を荘厳して皆清浄ならしめん』」〔『法華経』法師功徳品第１９〕（『国訳一切経』法華部、１５６頁）
	 紺紙金字法華経並開結、１０巻、鎌倉時代１２－１３世紀、京都別雷神社所蔵。

 紺紙金字法華経並開結、７巻（巻第１・３・７欠）、平安時代１２世紀、香川善通寺所蔵。
� 紺紙金字法華経並開結、７巻（巻第３・４・５欠）、鎌倉時代１３－１４世紀、広島厳島神社所蔵。
� 宮次男「立本寺所蔵妙法蓮華経金字宝塔曼陀羅について」『金字宝塔曼陀羅』１９７６年３月、吉川弘文
館

 拙稿「平安時代の経絵の作者について」『筑紫女学園大学・短期大学部紀要』１号、２００６年１月。
� 「爾の時に一りの菩薩比丘あり、常不軽と名く。（中略）乃至遠く四衆を見ても、亦復故らに往いて礼
拝讃嘆して、是の言を作さく。『我敢えて汝等をして軽しめず、汝等作仏すべきが故に』と。四衆の中
に瞋恚を生じて心不浄なる者あり、悪口罵詈して言はく、（中略）、常に罵詈せらるれども瞋恚を生ぜず、
（中略）衆人或は杖木・瓦石を以て之を打擲すれば、避け走り遠く住して、猶ほ高声に唱えて言はく（後
略）」〔『法華経』常不軽品第２０〕（『国訳一切経』２８法華部、１６４頁）
� 紺紙金字法華経、８巻、平安時代１２世紀、福島松山寺所蔵。
� 『国訳一切経』２８法華部、２０８頁。
� 一遍聖絵、絹本着色、１１巻、京都歓喜光寺・神奈川清浄光寺蔵、正安元年（１２９９）。
� 紺紙金字法華経並開結、１０巻、平安時代１２世紀、京都・興聖寺所蔵。
� 紺紙金字法華経、８巻、平安時代末～鎌倉時代初頭１２－１３世紀、長崎普門寺所蔵。
� 須藤弘敏「転写と継承―延暦寺銀字本・仁和寺本系統紺紙法華経について」『国華』１３１９号、２００５年。
� 本稿２�『玉葉』にみる院政期貴族の八講意識
� 山本信吉「法華八講と道長の三十講（上）」『仏教藝術』７７号、１９７０年９月。
� 法華八講関連主要参考文献。�桜井徳太郎「仏教的講の成立と展開―法華八講と公家社会―」『講集
団成立過程の研究』（１９６３年３月初版、１９６６年１１月第３版、吉川弘文館）第３編第３章。�高木豊『平
安時代法華仏教史の研究』１９７３年６月、平楽寺書店。�田村円澄「講会の盛行」『岩波講座 日本歴史
古代４』。�『国文学 解釈と鑑賞』第６２巻第３号（特集『法華経』と中世文藝）１９９７年３月、至文
堂。�山本信吉「法華八講と道長の三十講（上・下）」『仏教藝術』７７・７８号、１９７０年９月・１０月。
� 唐僧詳撰『法華伝記』巻第３、唐釈慧明６〔『大正新修大蔵経』５１巻、５８頁。〕
� 『東大寺要録』巻第８ 雑事章第１０之２ 東大寺桜会縁起〔筒井英俊編『東大寺要録』（１９４４年１月、
全国書房）２９３～２９７頁。〕
� 『元亨釈書』巻第２ 慧解２之２ 石淵寺勤操条〔『国史大系１４』５１頁〕
 『勧修寺文書』〔『大日本仏教全書』寺誌叢書第３、１８７頁〕
! 山本信吉、注２３前掲論文。
" 田村円澄、注２３前掲論文、２００頁。
# 注２３�前掲書、「『法華経』講説の場」。
$ たとえば方便品第２にある「乃至、童子の戯れに 若しくは草木及び筆 或いは指の爪甲をもって
画いて仏像を作る かくの如き諸の人等は 漸漸に功徳を積み 大悲心を具足して 皆、已仏道を成
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じ、但、諸の菩薩のみを化して 無量の衆を度脱せり。」（『法華経』方便品）の一文には、造形芸術が
作善として発展する根拠がみとめられる。
� 須藤弘敏「写経と荘厳―平安時代装飾経の特質―」『仏教藝術』１５３号、１９８４年３月。
� 小峰和明「中世の法華講会」注２３④前掲書、５９頁。
� 九条兼実『玉葉』（長寛２年〈１１６４〉～正治２年〈１２００〉）
� 多賀宗隼『玉葉索引』１９７４年１１月、吉川弘文館。
� 『玉葉』〔『図書寮叢刊 玉葉３・５』〕
� 『村上天皇御記』〔『列聖全集』宸記集上〕
� 注２７参照。
� 装飾法華経并開結経（久能寺経）。２８巻。装飾料紙著色。静岡鉄舟寺・兵庫武藤氏・東京五島美術館・
東京国立博物館所蔵。永治２年（１１４１）頃。鳥羽院を中心とした結縁経。
	 装飾法華経并開結、阿弥陀経、般若心経（平家納経）３３巻。装飾料紙著色。広島厳島神社所蔵。長寛
２年（１１６４）、平清盛一族の発願。

 装飾法華経并開結、阿弥陀経、般若心経（慈光寺経）。３３巻。装飾料紙著色。埼玉慈光寺所蔵。１３世
紀初頭。後鳥羽中宮宜秋門院らを中心とした結縁経。
� 須藤弘敏、注３２前掲論文、２９頁。
� 経講関連主要参考文献。①佐藤道子「法華八講会―成立のことなど―」『文学』１９８９年１１月。②石井
行雄「法華講会の世界」『国文学 解釈と鑑賞』（特集『法華経』と平安朝文芸）１９９６年１２月、至文堂。
③小峯和明注３３前掲論文。

 ①箕輪顕量「『法華経』論議の世界」注２３④前掲書所収。②山崎誠「『法華経古注釈集』総説」（国文
学研究資料館編『真福寺善本叢刊』第２巻、２０００年４月、臨川書店）
� 村上美登志「大谷大学図書館蔵釈澄賢撰・『妙法蓮華経釈』の翻刻と研究」『中世文学の諸相とその時
代』平成８年１２月、和泉書院。
� 大島薫「『花文集』解題」注４４前掲書所収。
� 大島薫「澄賢の法華経講釈」注２３④前掲書所収。
� 村上氏は経釈の内容として、唐土天竺例証・本朝弘通例・勝鬘経因縁を挙げ、注をつけて「例証」→
証拠（教理論証を直接反映）、「例」→為師（ためし）（先例・実例列挙）、「因縁」→謂れ、来歴（原因
＋条件）と区別しているが、本稿ではすべて「例」として表記した。（注４５前掲論文）
� 大島氏は、澄賢の提婆品釈における伝白楽天詩句の多用は、文殊の事績を白楽天に重ねて表現しよう
とした彼の文学的趣向による、と指摘している（注４７前掲論文）
� 東舘紹見「平安中期平安京における講会開催とその意義－応和三年の二つの経供養を中心に－」『仏
教史学研究』第４３巻第２号、２００１年。
� 宮次男「法華経の絵と今様の歌」『仏教藝術』１３２号（特集法華経の美術）、１９８０年９月。
� 「天台宗の畏さは 般若や華厳摩訶止観 玄義や釈籤倶舎頌疏 法華経八巻がその論義」〔『梁塵秘
抄』巻第２ 雑法文歌〕（『日本古典文学全集』２５、２５３頁）
「雑行勤むる人よりも 五十随喜ぞすぐれたる 更なり講座の場にして随喜功徳ぞ量りなき」〔同上
法華経二十八品歌〕（同上）
� 長保４年（１００２）８月１８日、東三条院詮子追善の法華講の折の「讃法華経廿八品和歌序 勘解相公」
（『本朝文粋』１１）に「願採法花之品、将播詞林之題、只探真実、不愛浮花」とある。
� 「如法華経第六巻法師功徳品説、依円教一心書写行書写法華経、則父母所生当体、雖未得無漏法性身、
然先得六根清浄云云、是則書写力」『経師観経』（『伝教大師全集』４）
塩入亮忠氏は「伝教大師撰述現在目録」において、「経師観経一巻 真カ 延暦一五・六年カ」と判
断されている。同氏『伝教大師』１９３７年、伝教大師奉讃会。

〔図版出典〕
図版４ 澁澤敬三編集『新版絵巻物による日本常民生活絵引第１巻』１９９０年、新版第１０刷、平凡社。
図版７ 奈良国立博物館編集『法華経―写経と荘厳―』１９８７年。
図版１２ 望月信成編『新脩日本絵巻物全集１１一遍聖絵』１９７５年、角川書店。
〔附記〕本稿は平成２１（２００９）年１月２４日に開催された美術史学会西支部例会（於、九州大学）での口頭
発表「経絵の絵画史的位置づけ」の一部に大幅な改訂を加えて成ったものである。作品の調査および写真
掲載に関し、所蔵者各位および作品保管先の学芸員よりご高配を得ました。ここに謝意を表します。

（おがた ともみ：アジア文化学科 講師）
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